
石 岡 市 の
都 市 機 能 誘 導 区 域 と
居 住 誘 導 区 域

時
、
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
病
院
や

福
祉
・
商
業
・
文
化
施
設
な
ど
が

集
約
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
の

ほ
う
が
暮
ら
し
や
す
い
の
も
事
実

で
す
。

　
市
の
総
人
口
は
、
平
成
７
年
の

８
万
３
３
９
８
人
を
ピ
ー
ク
に
平

成
27
年
に
は
７
万
６
０
２
０
人
ま

で
減
少
。
本
計
画
の
推
計
に
よ
る

内
で
９
番
目
の
広
さ
を
誇

り
、
県
南
地
区
で
は
つ
く

ば
市
に
次
い
で
２
番
目
に
広
い
石

岡
市
。
首
都
圏
と
の
距
離
の
近
さ

の
割
に
人
口
密
度
が
低
く
、
の
び

の
び
と
暮
ら
せ
る
の
は
石
岡
市
の

魅
力
で
す
。

　
そ
の
一
方
、
高
齢
者
が
自
分
で

自
動
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た

６
月
３
日
か
ら「
石
岡
市
立
地
適
正
化
計
画」に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す

街
ら
し
さ
も
、
田
舎
ら
し
さ
も
大
切
に
。

  
目
指
す
は
、
暮
ら
し
や
す
い
居
住
環
境

県

と
、
２
０
４
０
年
に
は
人
口
は

５
万
４
９
１
７
人
ま
で
減
少
、
高

齢
化
率
は
44
・
４
％
ま
で
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
岡
市
立
地
適
正
化
計
画
で

何
を
目
指
す
の
か
？

　
そ
こ
で
石
岡
市
で
は
平
成
29
年

に
、
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
公
共
交
通

で
移
動
し
や
す
い
居
住
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、
石
岡
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
。
こ
れ

を
よ
り
具
体
化
し
て
い
く
た
め

に
、
平
成
31
年
３
月
に
「
石
岡
市

立
地
適
正
化
計
画
」
を
つ
く
り
ま

し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
石
岡
市
街
地
、

柿
岡
市
街
地
、
高
浜
駅
周
辺
、
南

台
・
東
石
岡
周
辺
を
、
子
育
て
支

援
施
設
や
医
療
機
関
な
ど
の
都
市

機
能
施
設
の
誘
導
を
目
指
す
「
都

市
機
能
誘
導
区
域
」
に
設
定
。

　
そ
し
て
人
口
密
度
を
維
持
す
る

こ
と
で
都
市
機
能
施
設
が
持
続
的

に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
区

域
の
周
辺
エ
リ
ア
を
「
居
住
誘
導

区
域
」
に
設
定
し
ま
し
た
。

６
月
３
日
か
ら

　
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

無
秩
序
な
市
街
地
拡
大
を
抑

え
、
田
園
空
間
を
保
全
す
る
こ
と

で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
土
地
活
用
を

目
指
す
た
め
、
次
の
工
事
に
着
手

す
る
場
合
、
30
日
前
ま
で
に
市
役

所
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
居
住
誘
導
区
域
外
で
一
定
規
模

以
上
の
住
宅
の
開
発
・
建
築
行
為

②
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で
誘
導

施
設
の
開
発
・
建
築
行
為

③
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
で
誘
導

施
設
を
休
止
・
廃
止
す
る
行
為

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課
（
本
庁
舎
）

　
℡
23
・
５
５
２
３

広報いしおか５月 15 日号　№３２７ 　　２　　　　　　　

コ
ン
パ
ク
ト
な
街
を
つ
く
る

▲かしてつバス沿線の南台・東石岡周辺は、病院
などの立地や若い世代が楽しめるエリアを目指し
ていきます。石岡市の中心市街地は、商業の中心
地として利便性向上やにぎわい創出につながる施
設。柿岡市街地は、八郷地域の中心として拠点性
向上につながる施設。高浜駅周辺は拠点内で住み
続けるために必要な日常の暮らしを支える施設が
望ましいと計画で示しています。



石岡市地域公共交通網形成計画を策定

課題は、免許返納後の「地域の足」の確保
　今年 3 月、立地適正化計画とともに、石岡
市の公共交通の現状と課題、解決策などをま
とめた「地域公共交通網形成計画」を策定し
ました。

石岡市の公共交通の課題
　自家用車への依存度が高く、公共交通の利
用率が低いため、自動車を運転できなくなっ
た時、自力で外出することが難しくなってい
ます。これは私たち石岡市民が抱える公共交
通の課題です。
　そこで、市内全域を対象に乗り合わせで、
それぞれの目的地まで送迎する「乗合いタク
シー」を 9 台体制で市社会福祉協議会が運行
しています。乗合いタクシーにかかる市の補

助金額は年間約 5,600 万円（平成 29 年度決
算額）、運賃は八郷地区―石岡地区の行き来
で 500 円、運行は祝日を除く平日のみです。
平成 30 年 11 月時点の登録者数は 6,561 人で、
毎年 400 人ほどの新規登録があります。
　しかし予約方法は電話での受け付けのみの
ため電話が集中する日は予約が取りにくい状
況です。そこで電話以外の予約方法と合わせ
て予約システムの改善を検討していきます。
　また拠点間の輸送力強化の観点から乗り継
ぎを含めた運行エリアの見直しを検討してい
きます。

住民による送迎の仕組みづくり
　「自家用有償旅客輸送登録制度」
　路線バスが通っていない、バス停までが
遠いといった交通空白地域の解消を目指し、
NPO 法人や自治会等によるボランティア有
償運送の制度。県内では日立市の山間部など
で導入されています。
　導入については地域の実情も踏まえ、慎重
な判断が必要なことから、石岡市に適した地
域公共交通の形を考えていきます。

問都市計画課（本庁舎）℡ 23-5523

『小町花街道田植待つ』岡本祐彦氏
（H28 いしおかフォトコンテスト入賞作品）
------------------------------------------------
　石岡市の総面積は約 215平方キロメートル。
その約８割は農地・山林です。残りの2割であ
る40平方キロメートルに７万人が暮らしていま
す。市の人口密度は１平方キロメートル約340
人（東京23区の人口密度は１万人以上）です。

　　　　　　　３ 　　広報いしおか５月 15 日号　№３２７

石
岡
市
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
を
設
定
し
ま
し
た

　
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
山

や
田
畑
、
２
０
０
年
近
く
経
つ
立

派
な
茅
葺
き
の
古
民
家
。

　
市
内
に
は
日
本
の
原
風
景
と
も

い
え
る
豊
か
な
農
村
風
景
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
里
山
の
居
住
空
間
に
魅

力
を
感
じ
移
住
す
る
人
も
多
く
、

こ
の
自
然
環
境
は
石
岡
市
が
未
来

に
残
し
て
い
く
べ
き
貴
重
な
財
産

で
す
。
総
人
口
の
減
少
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
人
口
が
減
っ
て
も

愛
着
あ
る
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
か
ら

地
域
の
中
で
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
こ
う
し
た
場

所
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
生
活
環

境
を
保
障
す
る
た
め
、
立
地
適
正

化
計
画
の
中
で
、
城
南
地
区
公
民

館
・
園
部
地
区
公
民
館
・
恋
瀬
地

区
公
民
館
・
小
幡
地
区
公
民
館
周

辺
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
」
と

位
置
づ
け
、
都
市
機
能
誘
導
区
域

と
、
公
共
交
通
な
ど
を
通
じ
て
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

田
舎
の
良
さ
も
守
る


